



























































































































































































































































B類の ｢カラ｣や ｢ト･バ ･タラ｣は焦ノ酎こなることがで きる ((20b)






















ない.たとえば, B類の ｢タラ｣節はC餅の ｢カラ｣節を含めない ((23
a))｡｢テ-｣は条件節は含みにくい ((23b))ようだが,｢ノデ-｣((23
C))や ｢名詞+デ-｣((23d))｢トアッテ-｣((23.e))は含めるO他の




































































































2) 反復動作の ｢テ-｣は ｢ちぎっ三堤投げた｣は ｢ちぎっ生色なげた｣のように
他の条件の形式で置き換えられないので条件として含めてよいかは疑問だが,と
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